































 The sixth graders learn phenomenon of moon phases in the unit of "the moon and the 
sun".  The teacher needs to implement a good method in order to facilitate students’ 
understanding of phase variations, visible positions, and viewing times of the moon.　
Children nowadays often come in contact with astronomy events such as moon eclipse, or 
Thought Experiment Using an Experimental Model Device to









solar eclipse through the mass media. However, it is rare that they think about “moon 
phases” in everyday life.　In addition, many elementary school teachers tend to feel 
inadequate to teach the domain of astronomy since they did not study the contents of earth 
science. Therefore, in order to solve these issues, the writer made an experimental model 
device wherein an observer can take note of his approximate position, observation time, and 
moon phases at the specific time. Furthermore, the writer hypothesized that the 
understanding of the moon phases will deepen by adopting this cooperative thought 
experiment with the use of the experimental device in the classroom and the writer has 
decided to go forward with this study under this hypothesis.　In this paper, the writer will 
discuss ideas for teaching materials or teaching tools that will facilitate the understanding 






















































　　１次　　　月の大きさ，地球からの距離   ―――１時間
　　２次　　　月の形の変化（４年生の学習をもとに）  ―――１時間












単元導入 プレテスト 及び 4年生既習事項の確認  ―――1時間 
1 次   月の大きさ，地球からの距離   ―――1時間 
2 次   月の形の変化（4年生の学習をもとに）  ―――1時間 
3 次   月の形の変化するわけ   ―――2時間 









1.2  Web カメラ付モデル実験機の工夫 
 太陽と地球，月の相対的な位置関係の変化による月の
満ち欠けの様子を再現するモデル実験機は，図 2のよう


























図 1 出前授業の様子 
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図 1 出前授業の様子 














第６学年理科「月と太陽」 事前・事後テスト （  ）組（   ）番（         ） 
１ 月について，次の（１），（２）の説明の正しい方を○で囲みなさい。 
（１）月の直径は，地球の直径の（約２分の１ ・ 約４分の１）である。 
（２）地球から見える月の表面のもようは（いつも同じ・月の形によって変わる）。 
（３）月が輝いて見えるのは(月が光り輝いている・太陽の光を反射している)からである。 
２ 次の文は，月の形について書いてあります。（  ）にあてはまる言葉を下の□の中から選んで，その記号で答え
なさい。ただし，使わない言葉(記号)もあります。 
（１）月の形は毎日少しずつかわっていき，ほぼ（① ）日でもとの形にもどります。 
（２）新月から 15 日たつと（②  ）になり，この月を（③   ）といいます。 
（３）上げんの月（半月）は，（④  ）南東の空に見え，（⑤  ）には南の空に移動します。 
（４）満月は夕方（⑥  ）の空からのぼり，（⑦  ）に西の空にしずみます。 
（５）新月から３日目のうすっぺらな月を（⑧  ）といいます。 
ア 東，イ 西，ウ 南，エ 北，オ 満月，カ 上げんの月 キ 下げんの月 ク 3 日月，ケ 20 日 
コ 30 日，サ  50 日，シ 明け方，ス 午前９時ごろ セ 午後３時ごろ，ソ 夕方，タ 真夜中， 
チ 右手，ツ 左手，テ 5 日月 











（１）午後８時ごろに，南西の空に見えるのは，ア，イのどちらの月ですか。（   ） 
（２）午前０時ごろに，南の空に見えるのは，ア，イのどちらの月ですか。（   ） 
（３）日がしずむと，東の空からのぼってくる月は，ア，イのどちらですか。（   ） 
（４）正午ごろに，東の空からのぼってくる月は，ア，イのどちらですか。（   ） 
（５）右側がふくらんだ半月が見られてから１週間すぎると，どんな月が見られますか。次の中から 
選び，記号で答えましょう。           （    ） 
  ①新月    ②三日月    ③満月    ④左側がふくらんだ半月 
（６）半月（左側が光っている月 22 日月）は何時ごろに東の空に見え始めますか。（    ） 
①真夜中 ② 朝の３時ごろ ③ 夕方の６時ごろ ④ 朝の 10 時ごろ 
 
４ 右の図は月の動きをかいたものです。 
（１）図の A～B の（  ）の中に方位（東西南北）をかきましょう。 
（２）この月は，午前６時に ア の位置に見られま
した。どの月ですか。次の中から選び，記号で答えま




(    ) 
①三日月，②満月，③新月，④半月（7 日月）， 
⑤半月（22 日月） 
ア：半月（7 日月）            イ：満月（15 日月） 






























































図 7 事前・事後テストの SP 表による分析
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
問題番号
児童
1 6216 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 526 525 0 0 0.00
2 6225 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 526 525 0 0 0.00
3 6116 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 495 468 57 31 0.95
12 6126 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ 12 410 351 76 36 0.67
13 6127 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 12 410 351 138 83 0.93
14 6202 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × 12 410 351 34 22 0.20
15 6113 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × × ○ 11 385 321 57 37 0.31
16 6115 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ × 11 385 321 102 58 0.69
17 6123 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ × ○ × 11 385 321 101 62 0.61
39 6217 ○ × ○ × × ○ × × ○ × × ○ × × ○ ○ ○ × 8 296 234 180 111 1.11
40 6218 ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○ × 8 296 234 148 120 0.45
41 6220 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × × ○ × × 8 296 234 107 74 0.53
42 6222 ○ × ○ × × ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × ○ × × 8 296 234 107 99 0.13
43 6109 ○ ○ × × × ○ ○ × ○ × × × × ○ × × × ○ 7 264 205 113 69 0.74
44 6223 ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○ × × × 7 264 205 113 78 0.59
45 6226 ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × × × × ○ × × × 7 264 205 68 53 0.25
55 6103 × × × × × × ○ × × ○ ○ × × × ○ × × × 4 162 117 162 112 1.11
56 6110 × × × × ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × 3 123 88 123 93 0.85
57 6118 × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × 1 42 29 42 34 0.63
○数 42 41 40 39 34 34 34 32 32 29 28 25 25 22 21 17 16 15 11.83
カ 448 440 432 424 376 376 376 368 368 343 325 298 298 279 269 227 216 205
キ 387.6 378.4 369.1 359.9 313.8 313.8 313.8 295.3 295.3 267.6 258.4 230.7 230.7 203 193.8 156.9 147.6 138.4
ク 59 51 92 68 106 119 60 89 63 92 94 97 88 105 132 111 98 63 u’ 29.2
ケ 39 44 50 47 72 81 46 64 52 66 71 69 66 61 88 72 68 34 u 9.23
C.P 0.33 0.11 0.67 0.33 0.55 0.61 0.22 0.34 0.15 0.34 0.35 0.42 0.33 0.58 0.59 0.56 0.44 0.44







2③ 3⑤ 4③ 4② 2④ ○数 ア イ ウ エ C.S2⑥
プレテストSP表分析
2⑦ 2⑤ 3⑥ 4① 2① 2② 3④ 1① 3③ 3② 3① 1②
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
問題番号
児童
1 6227 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 712 683 0 0 0.0
2 6102 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 712 683 0 0 0.0
3 6112 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 17 688 672 31 21 0.6
4 6207 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 17 688 672 21 21 0.0
5 6116 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 688 672 39 21 1.2
6 6118 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 16 664 633 39 21 0.6
38 6106 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 11 520 435 134 123 0.1
39 6107 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ × × × ○ 11 520 435 92 89 0.0
40 6111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × ○ × × 11 520 435 81 63 0.2
41 6117 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ 11 520 435 89 77 0.1
42 6124 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × 10 481 396 98 78 0.2
43 6205 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ × × × ○ × × 10 481 396 135 99 0.4
50 6109 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × 9 440 356 92 80 0.1
51 6210 ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ × × × ○ × ○ × 8 398 316 144 84 0.7
52 6127 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × × × × × × 7 354 277 48 39 0.1
53 6208 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × 7 354 277 0 0 0.0
54 6211 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × 7 354 277 50 39 0.1
55 6220 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × 6 306 237 0 0 0.0
56 6103 ○ × × ○ × × × ○ ○ × × × ○ × × × × × 5 258 198 152 118 0.6
57 6105 ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × 4 208 158 100 96 0.1
○数 42 41 40 39 34 34 34 32 32 29 28 25 25 22 21 17 16 15 11.0
カ 703 683 676 668 668 650 650 610 590 580 558 558 478 391 378 378 378 378
キ 687 650 637 625 625 600 600 550 525 512 487 487 400 312 300 300 300 300
ク 23 35 45 51 41 102 59 45 55 54 115 68 98 131 43 155 89 112 u’ 39.6
ケ 9 17 29 26 27 57 41 33 44 49 71 60 58 85 29 142 66 104 u 12.5
C.P 0.88 0.54 0.41 0.58 0.32 0.89 0.36 0.20 0.17 0.07 0.62 0.11 0.51 0.58 0.18 0.17 0.29 0.10







2③ 4③ 2④ 4② 2⑥ ○数 ア イ ウ エ C.S3⑤
ポストテストSP表分析





























































Ⅲ 平成 23 年度の研究 

































































Ⅲ 平成 23 年度の研究 
 平成 21，22 年度の課題に基づき，最初に教科書（啓林館 わくわく理科 6 年生）に示されている月
に見立てたボールを太陽に見立てた電燈で照らし，ボールに光が当たった部分 見え方を記録する
を行った。この 結果の理解をさらに深めるため，図 10・11 のような「月の満ち欠け」モデル実験
















































　　第１次　　　月の大きさ，地球からの距離   ―――１時間
　　第２次　　　月の形の変化（４年生の学習をもとに）  ―――１時間

































2. 授業の実施  
2.1 実験授業及び事前・事後テスト実施対象児童 






単元導入 プレテスト・アンケート及び 4年生既習事項の確認      ―――1時間 
第 1次   月の大きさ，地球からの距離   ―――1時間 
第 2次   月の形の変化（4年生 学習をもとに）  ―――1時間 
第 3次   月の形の変化するわけ    ―――2時間 

































2. 授業の実施  
2.1 実験授業及び事前・事後テスト実施対象児童 






単元導入 プレテスト・アンケート及び 4年生既習事項の確認    ―1 時間 
第 1次  月の大きさ，地球からの距離   ―1 時間 
第 2次  月の形の変化（4年生の学習をもとに）  ―1時間 
第 3次  月の形の変化するわけ    ―2 時間 

































































図 13 天体の学習に関するアンケート 
図 12 実験器を用いた思考実験 
 
天体の学習に関するアンケート   出席番号（    ），氏名（           ） 
 
1 天文台や博物館でプラネタリウムを見たことがありますか。 
ア よくある  イ ある  ウ ほとんどない エ まったくない 
 
2 望遠鏡や双眼鏡で星や月などを見たことがありますか。 
    ア よくある  イ ある  ウ ほとんどない エ まったくない 
3 家族で夜一緒に月や星座を見たことがありますか。 




   ア よくある  イ ある  ウ ほとんどない エ まったくない 
  
5 学校やキャンプ等で星座の観察や星の話を聞いたことがありますか。 
  ア よくある  イ ある  ウ ほとんどない エ まったくない 
 
６ 宇宙や天体（星や月）興味がありますか。 
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６ 宇宙や天体（星や月）興味がありますか。 






























































































ダムに抽出した 30 名の学生のデータ）を分析した。 




ア 4 2 6 2 2 11
イ 39 19 27 11 30 13
ウ 2 12 10 24 9 16
エ 0 12 2 8 4 5
計 45 45 45 45 45 45
61 2 3 4 5
















































4 2 6 2 2 11
39 19 27 11 30 13
2 12 10 24 9 16
0 12 2 8 4 5
45 45 45 45 45 45
61 2 3 4 5




































1 2 3 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 1 2 3
33 15 42 31 32 24 12 14 27 14 34 25 23 25 24 25 38 36 8 5
73.3 33.3 93.3 68.9 71.1 53.3 26.7 31.1 60.0 31.1 75.6 55.6 51.1 55.6 53.3 55.6 84.4 80.0 12.3 11.1
37 30 45 40 36 40 17 15 34 19 39 28 30 27 32 24 41 38 17 18
82.2 66.7 100.0 88.9 80.0 88.9 37.8 33.3 75.6 42.2 86.7 62.2 66.7 60.0 71.1 53.3 91.1 84.4 26.2 40.0
27 12 22 31 40 4 10 27 18 14 19 19 20 17 14 17 4 17 3 4
67.5 30 55 77.5 100 10 25 67.5 45 35 47.5 47.5 50 42.5 35 42.5 10 42.5 7.5 10
37 37 32 40 36 10 9 31 24 20 25 29 30 27 26 32 18 27 25 23




















































 表 4 方位の理解と事後テスト及び伸びの相関 
















1 2 3 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 1 2 3 4 5 6 1 2 3
33 15 42 31 32 24 12 14 27 14 34 25 23 25 24 25 38 36 8 5
73.3 33.3 93.3 68.9 71.1 53.3 26.7 31.1 60.0 31.1 75.6 55.6 51.1 55.6 53.3 55.6 84.4 80.0 12.3 11.1
37 30 45 40 36 40 17 15 34 19 39 28 30 27 32 24 41 38 17 18
82.2 66.7 100.0 88.9 80.0 88.9 37.8 33.3 75.6 42.2 86.7 62.2 66.7 60.0 71.1 53.3 91.1 84.4 26.2 40.0
27 12 22 31 40 4 10 27 18 14 19 19 20 17 14 17 4 17 3 4
67.5 30 55 77.5 100 10 25 67.5 45 35 47.5 47.5 50 42.5 35 42.5 10 42.5 7.5 10
37 37 32 4 36 10 9 31 24 20 25 29 30 27 26 32 18 27 25 23




























t 境界値 片側 1.66256
P(T<=t) 両側 0.00044
t 境界値 両側 1.98761
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図 15 実験講習会の様子 
関西国際大学研究紀要　第14号
70－　　－
う天体の相対的な運動を理解させる指導方法，教材作成が難しいと感じた。これらのことから，
小学校で新しく追加されたこの単元においては「月の形や見え方」について十分な時間をかけて
指導し，「月と太陽表面の違い」については太陽黒点やフレア現象等について詳しく学ぶ中学校の
指導にまとめた方が良いと考える。
　今回の研究を通じて，私たちは，児童が「なるほど！」とうなずき，学習内容についての理解
や体験を日常生活で応用し，さらに高次な理解につなげられるような授業づくり・教材づくりの
可能性を再認識した。今後も，楽しい理科・おもしろい理科の授業づくりのための研究に力を注
ぎたい。
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